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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 197,613 4.9 3,393 △8.7 3,964 △4.3 2,952 0.9

29年3月期第2四半期 188,378 △7.7 3,717 △13.7 4,140 △16.7 2,926 0.8

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　3,301百万円 （65.2％） 29年3月期第2四半期　　1,998百万円 （△4.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 87.86 ―

29年3月期第2四半期 87.09 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 228,134 99,281 41.2 2,794.41

29年3月期 222,891 96,458 40.9 2,713.24

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 93,895百万円 29年3月期 91,168百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 12.50 22.50

30年3月期 ― 12.50

30年3月期（予想） ― 12.50 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 428,000 1.1 10,200 △2.6 11,700 △2.5 7,400 △5.6 220.23

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 37,591,969 株 29年3月期 37,591,969 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 3,990,853 株 29年3月期 3,990,769 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 33,601,143 株 29年3月期2Q 33,601,291 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、緩やかな回復が続きましたが、米国の金融政策の影響、中国を

始めアジア新興国などの経済の先行き、英国のＥＵ離脱問題の影響など不透明な状況が続いております。 

 国内経済は、政府の各種政策を背景に雇用・所得環境の改善が続くなど、緩やかな回復基調で推移しております

が、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響などに留意が必要な状況にあります。 

 エネルギー業界におきましては、原油価格の先行きが不透明な状況のなか、国内石油製品の構造的な需要減少が

続いております。また、電力や都市ガスの小売全面自由化により、従来の垣根を越えた異業種間の顧客獲得競争が

一段と激化しております。 

 このような環境のもと、当社グループは、お客様の多様なニーズに的確にお応えするため、新商材、新事業開発

に積極的に取り組むとともに、各種商材の複合営業を強力に推進しました。 

 また、グループの総合力向上と経営基盤を強化し将来にわたる持続的な成長を図るため、新規顧客獲得を推進す

るとともに、Ｍ＆Ａによる事業領域の拡大に積極的に取り組み、サンエイト貿易株式会社（高級洋菓子原材料の販

売）、株式会社コダマ（食肉の加工製造及び販売）などを当社グループに迎え入れ、食料事業の強化を図りまし

た。さらに、環境の変化に対応すべく、組織、財務、物流などの改革を推進し経営の効率化に努めました。 

 以上の結果、売上高は1,976億13百万円（前年同期比4.9％増）、営業利益はＭ＆Ａに伴う一時費用の計上など販

管費の増加により33億93百万円（前年同期比8.7％減）、経常利益は39億64百万円（前年同期比4.3％減）となりま

した。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は29億52百万円（前年同期比0.9％増）となりました。 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントに関する連結子会社の管理区分を一部変更しております。

詳細は、12ページ記載の「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セ

グメント情報等）」のとおりであります。また、前第２四半期連結累計期間の数値は、変更後のセグメント区分に

組み替えております。 

 

①エネルギー事業

 当事業部門における石油関係につきましては、石油製品需要の減少や元売各社の再編による影響など厳しい販売

環境のなか、新規・深耕開拓に努めました。また、化学品、環境商材などの提案営業や各種取扱商材の複合営業を

強力に推進しました。 

 ガソリンスタンド関係につきましては、お客様のニーズにお応えするため、タイヤ、車検及びコーティングな

ど、トータルサービスの充実を図るとともに、店舗のリニューアルを推進し競争力の強化に努めました。 

 ＬＰガス関係につきましては、電気とＬＰガスを組み合わせた料金プランの提供などによる新規顧客獲得やＭ＆

Ａによる商権獲得を推進するとともに、ガス空調機（ＧＨＰ）、家庭用燃料電池（エネファーム）、ハイブリッド

給湯器などの環境商材の拡販によりＬＰガスの需要拡大に取り組みました。 

 以上の結果、売上高は894億89百万円（前年同期比5.0％増）、営業利益は19億82百万円（前年同期比3.6％増）

となりました。 

 

②食料事業

 当事業部門における食品関係につきましては、農産品の主食用米は新規・深耕開拓の推進などにより順調に推移

しました。畜産品は、スーパーマーケットや飲食店向け加工製品の拡充と新商材の取り扱いなどにより好調に推移

しました。食品原材料は、ヨーロッパの高級洋菓子原材料などの取扱商品を拡充し、販売強化に努めました。 

 酒類関係につきましては、地酒などの差別化商品の販売強化や輸入ワインの取り扱いブランド拡充による販路拡

大に努めたものの、厳しい状況となりました。 

 以上の結果、売上高は186億47百万円（前年同期比10.0％増）、営業損失はＭ＆Ａに伴う一時費用やのれん償却

費の計上などにより２億19百万円（前年同期は59百万円の営業損失）となりました。 

 

③住宅関連事業

 当事業部門におけるハウジング関係につきましては、ハウスメーカー及び工務店への住宅設備機器の提案営業

や、メーカーとの合同展示販売会を開催し顧客獲得に努めたものの、やや厳しい状況となりました。 

 建設資材関係につきましては、鋼材などの基礎資材は受注強化により伸長したものの、主力の鉄骨工事は完成工

事高が減少したほか、土木資材の需要減少などにより厳しい状況となりました。 

 以上の結果、売上高は149億37百万円（前年同期比9.2％減）、営業利益は４億92百万円（前年同期比27.0％減）

となりました。 
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④自動車関連事業

 当事業部門における国産車販売につきましては、法人営業の強化や展示販売会の開催などにより販売台数は堅調

に推移しましたが、店舗のリニューアルに伴う販管費が増加し、やや厳しい状況となりました。 

 輸入車販売につきましては、販売体制の強化や新型車の販売促進効果などにより販売台数が伸長したものの、販

管費の増加などにより厳しい状況となりました。 

 レンタカー関係につきましては、店舗網の拡充効果や法人客の新規・深耕開拓などにより堅調に推移しました。 

 以上の結果、売上高は273億56百万円（前年同期比4.4％増）、営業利益は７億52百万円（前年同期比24.9％減）

となりました。 

 

⑤海外・貿易事業

 当事業部門における海外事業関係につきましては、米国内で展開する日系スーパーマーケットは同業他社との競

争が激化するなか、テキサス州とハワイ州に出店し店舗網の拡充を図るとともに、生鮮品・中食コーナーでの品揃

え強化など他社との差別化を図ったことにより前年同期並みとなりました。 

 貿易事業関係につきましては、輸出はアジア向けベアリング、タイヤ及び産業用部材の電装部品などの販路拡大

により好調に推移しました。輸入はロシア産水産物の販売強化により鮭鱒などの取扱量が伸長し好調に推移しまし

た。 

 以上の結果、売上高は235億68百万円（前年同期比7.3％増）、営業利益は９億16百万円（前年同期比5.6％増）

となりました。 

 

⑥ペット関連事業

 当事業部門におけるペットフード・用品関係につきましては、自社ブランド商品の開発強化とホームセンターな

どへの販路拡大に努めましたが、販売チャネルの多様化による販売競争の激化などにより、厳しい状況となりまし

た。 

 園芸用品関係につきましては、自社ブランド除草剤・肥料の拡販や新規・深耕開拓に努めたものの、やや厳しい

状況となりました。 

 以上の結果、売上高は74億71百万円（前年同期比3.6％減）、営業利益は７百万円（前年同期比58.9％減）とな

りました。 

 

⑦ファーマシー事業

 当事業部門につきましては、新規出店及びＭ＆Ａによる店舗網の拡充効果や在宅医療の取り組み強化などにより

取り扱い処方箋枚数が伸長し好調に推移しました。 

 以上の結果、売上高は83億92百万円（前年同期比11.7％増）、営業利益は１億46百万円（前年同期比1,044.7％

増）となりました。 

 

⑧その他の事業

 その他の事業につきましては、オフィス機器販売、リース業、運送業及び保険代理店業などを展開しており、新

規・深耕開拓を強化し拡販に努めました。 

 以上の結果、売上高は77億50百万円（前年同期比22.4％増）、営業利益は４億79百万円（前年同期比1.6％減）

となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 総資産は2,281億34百万円となり、前連結会計年度末に比べ52億42百万円増加しました。これは主としてＭ＆Ａ

による連結子会社の増加や米国内で展開する日系スーパーマーケットの新店舗の出店に伴い有形固定資産が33億70

百万円増加したこと、また、時価の変動により投資有価証券が７億47百万円増加したことによるものであります。

 負債は1,288億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ24億18百万円増加しました。これは主として法人税等

の納付により未払法人税等が減少した一方、Ｍ＆Ａによる連結子会社の増加などにより短期借入金及び長期借入金

が29億97百万円増加したことによるものであります。

 純資産は992億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ28億23百万円増加しました。これは主として親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が25億38百万円増加したことなどによるものであります。

 以上の結果、自己資本比率は41.2％（前連結会計年度末は40.9％）となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前

連結会計年度末と比較して77百万円減少（前年同期は32億14百万円の増加）し、253億97百万円（前年同期比

31.0％増）となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は前年同期と比較して15億60百万円減少し44億68百万円（前年同期は60億28百万円

の収入）となりました。主な要因は、法人税等の支払額が35億50百万円（前年同期は25億38百万円）となったこと

によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は前年同期と比較して17億75百万円増加し43億20百万円（前年同期は25億44百万円

の支出）となりました。主な要因は、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出が20億13百万円（前年

同期は１億44百万円の支出）となったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は前年同期と比較して６億57百万円増加し27百万円（前年同期は６億29百万円の収

入）となりました。主な要因は、短期借入金の純増減額が15億５百万円の増加（前年同期は26億86百万円の増加）

となったことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期連結の業績予想につきましては、平成29年５月11日発表の予想数値から変更はありませ

ん。 

 

- 4 -

カメイ株式会社（8037）平成30年３月期 第２四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 28,604 28,352 

受取手形及び売掛金 59,929 55,780 

商品及び製品 17,395 19,132 

仕掛品 4,008 5,753 

原材料及び貯蔵品 519 373 

その他 17,845 20,184 

貸倒引当金 △154 △156 

流動資産合計 128,149 129,421 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 52,834 53,202 

減価償却累計額 △34,423 △34,589 

建物及び構築物（純額） 18,411 18,612 

土地 29,228 30,538 

その他 44,714 48,398 

減価償却累計額 △29,323 △31,149 

その他（純額） 15,391 17,249 

有形固定資産合計 63,030 66,400 

無形固定資産    

のれん 3,004 3,275 

その他 4,898 4,370 

無形固定資産合計 7,903 7,646 

投資その他の資産    

投資有価証券 15,828 16,575 

その他 8,863 8,969 

貸倒引当金 △884 △879 

投資その他の資産合計 23,807 24,665 

固定資産合計 94,741 98,712 

資産合計 222,891 228,134 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 36,831 35,820 

短期借入金 47,004 49,051 

未払法人税等 3,706 1,427 

賞与引当金 1,326 1,419 

役員賞与引当金 6 7 

災害損失引当金 228 228 

その他 17,310 19,073 

流動負債合計 106,414 107,028 

固定負債    

社債 － 90 

長期借入金 6,984 7,935 

役員退職慰労引当金 18 19 

退職給付に係る負債 2,141 2,178 

資産除去債務 913 995 

その他 9,960 10,604 

固定負債合計 20,019 21,824 

負債合計 126,433 128,852 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,132 8,132 

資本剰余金 7,266 7,266 

利益剰余金 75,521 78,060 

自己株式 △4,227 △4,227 

株主資本合計 86,694 89,232 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,643 3,090 

繰延ヘッジ損益 △5 3 

土地再評価差額金 424 418 

為替換算調整勘定 1,482 1,215 

退職給付に係る調整累計額 △70 △65 

その他の包括利益累計額合計 4,473 4,662 

非支配株主持分 5,289 5,386 

純資産合計 96,458 99,281 

負債純資産合計 222,891 228,134 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 188,378 197,613 

売上原価 158,256 166,213 

売上総利益 30,121 31,399 

割賦販売未実現利益戻入額 3,416 3,667 

割賦販売未実現利益繰入額 3,453 3,703 

差引売上総利益 30,085 31,363 

販売費及び一般管理費 26,367 27,969 

営業利益 3,717 3,393 

営業外収益    

受取利息 35 38 

受取配当金 232 206 

仕入割引 103 83 

持分法による投資利益 176 124 

その他 437 492 

営業外収益合計 983 945 

営業外費用    

支払利息 229 216 

為替差損 146 － 

その他 183 158 

営業外費用合計 560 374 

経常利益 4,140 3,964 

特別利益    

固定資産売却益 52 362 

投資有価証券売却益 － 5 

関係会社株式売却益 12 － 

損害賠償受入額 87 400 

受取和解金 402 － 

その他 16 10 

特別利益合計 570 779 

特別損失    

固定資産売却損 0 0 

固定資産除却損 20 78 

減損損失 12 12 

その他 19 10 

特別損失合計 52 101 

税金等調整前四半期純利益 4,659 4,642 

法人税、住民税及び事業税 1,506 1,420 

法人税等調整額 91 136 

法人税等合計 1,597 1,557 

四半期純利益 3,061 3,085 

非支配株主に帰属する四半期純利益 135 132 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,926 2,952 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 3,061 3,085 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 695 466 

繰延ヘッジ損益 △4 9 

為替換算調整勘定 △1,749 △264 

退職給付に係る調整額 14 7 

持分法適用会社に対する持分相当額 △19 △2 

その他の包括利益合計 △1,062 216 

四半期包括利益 1,998 3,301 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,865 3,147 

非支配株主に係る四半期包括利益 133 154 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,659 4,642 

減価償却費及びのれん償却額 4,182 4,310 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △59 16 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 0 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △771 △3 

賞与引当金の増減額（△は減少） △13 42 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2 △3 

受取利息及び受取配当金 △267 △245 

仕入割引 △103 △83 

持分法による投資損益（△は益） △176 △124 

支払利息 229 216 

有形固定資産売却損益（△は益） △52 △362 

有形固定資産除却損 14 77 

減損損失 12 12 

損害賠償受入額 △87 △400 

受取和解金 △402 － 

投資有価証券売却損益（△は益） － △5 

関係会社株式売却損益（△は益） △12 － 

売上債権の増減額（△は増加） 5,707 5,302 

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,588 △2,365 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,233 △1,650 

その他の資産・負債の増減額 392 △1,136 

その他 430 △795 

小計 7,861 7,444 

利息及び配当金の受取額 416 375 

利息の支払額 △230 △211 

損害賠償金の受取額 87 400 

和解金の受取額 402 － 

法人税等の支払額 △2,538 △3,550 

法人税等の還付額 30 9 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,028 4,468 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △3,050 △2,807 

無形固定資産の取得による支出 △31 △128 

有形固定資産の売却による収入 62 576 

投資有価証券の取得による支出 △5 △6 

投資有価証券の売却による収入 － 5 

関係会社株式の売却による収入 30 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△144 △2,013 

貸付けによる支出 △73 △281 

貸付金の回収による収入 835 369 

定期預金の増減額（△は増加） △144 174 

その他 △22 △208 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,544 △4,320 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,686 1,505 

長期借入れによる収入 1,217 5,144 

長期借入金の返済による支出 △2,001 △5,365 

社債の償還による支出 － △35 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △886 △799 

配当金の支払額 △336 △420 

非支配株主への配当金の支払額 △49 △57 

財務活動によるキャッシュ・フロー 629 △27 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △898 △197 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,214 △77 

現金及び現金同等物の期首残高 16,171 25,474 

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,386 25,397 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

 
エネルギー

事業 
食料事業 

住宅関連事
業 

自動車関連
事業 

海外・貿易
事業 

ペット関連

事業 

売上高            

外部顧客への売上高 85,221 16,947 16,444 26,197 21,967 7,751 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
350 127 21 225 23 － 

計 85,571 17,074 16,465 26,422 21,990 7,751 

セグメント利益又は損失(△) 1,913 △59 675 1,002 867 18 

 

           

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
ファーマシ
ー事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 7,516 182,044 6,334 188,378 － 188,378 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
34 782 2,263 3,046 △3,046 － 

計 7,551 182,827 8,597 191,425 △3,046 188,378 

セグメント利益又は損失(△) 12 4,429 486 4,916 △1,199 3,717 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報機器の販売、運送業、

不動産賃貸業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,199百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,217百万

円及び固定資産に係る調整額18百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

 
エネルギー

事業 
食料事業 

住宅関連事
業 

自動車関連
事業 

海外・貿易
事業 

ペット関連

事業 

売上高            

外部顧客への売上高 89,489 18,647 14,937 27,356 23,568 7,471 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
378 143 56 193 0 － 

計 89,868 18,790 14,994 27,549 23,568 7,471 

セグメント利益又は損失(△) 1,982 △219 492 752 916 7 

 

           

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
ファーマシ
ー事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 8,392 189,863 7,750 197,613 － 197,613 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
30 803 2,268 3,072 △3,072 － 

計 8,423 190,666 10,019 200,686 △3,072 197,613 

セグメント利益又は損失(△) 146 4,078 479 4,557 △1,163 3,393 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報機器の販売、運送業、

不動産賃貸業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,163百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,188百万

円及び固定資産に係る調整額24百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 第１四半期連結会計期間より、従来「海外・貿易事業」に含めていた食料関連の連結子会社４社（㈱池光エ

ンタープライズ、ウイングエース㈱、㈱ヴィントナーズ、アグリ㈱）を「食料事業」に含めて記載する方法に

変更しております。この変更は、第１四半期連結会計期間においてサンエイト貿易㈱及び㈱コダマなどの株式

を新たに取得し連結の範囲に含めたことに伴い、食料事業のシナジー効果をより高めるため、事業展開に合わ

せた管理体制の見直しを行ったことによるものであります。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記

載しております。 
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